
貸付主体から借受を
行う場合の取組主体

入力
時の注
意点

選択肢
から選
択

選択肢から
選択or入力

選択肢か
ら選択

直貸の場合は取組
主体名、転貸の場
合は貸付主体名を
入力

転貸の場合のみ入
力

選択肢か
ら選択

全角ローマ
数字（小
文字）で入
力

選択肢から選択
間違いが多いので、
手引きを参照のこと

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

クラスター
計画の
テーマ番
号（成果
目標）
※１６

氏名

優先
順位
※２

畜産経
営基盤
継承支
援事業
との一
体性
※５

所属
（団体等名）

組合名等を
略さずに

入力すること

中心的
経営体
確認
※７

取組主体等名
※８

取組主体
要件※９

飼養区分※１０

令和７年度畜産・酪農収益⼒強化整備等特別対策事業（機械導⼊事業）参
県名

畜産クラスター協議会名

〇優先順位の考え方（どのような視点から協議会内の優先順位を決定したのか記⼊して

STEP 1
はじめに、基本情報を入力・選択して下さい

※黄色の項目は、選択肢から選択して下さい

協議会名（新設の場合）

令和6年度要望調査様式からの変更点

・赤枠の項目は追加
・青枠の項目は変更

削除



成果目標

[1] [2] [3] ① 単位 ② 単位 ③ 単位
現状値　イ
酪農以外
（②÷①）

単位
現状値　ロ
（②÷③））

単位 ① 単位 ② 単位 ③ 単位
目標値　イ
酪農以外
（②÷①）

単位
目標値　ロ
（②÷③））

単位

選択肢から選択 選択肢から選択 選択肢から選択
選択肢か
ら選択

選択肢から
選択

半角で入力
自動で表
示されます

半角で入力
自動で表
示されます

半角で入力
自動で表
示されます

自動で入力されま
す

自動で表
示されます

自動で入力されま
す

自動で表
示されます

半角で入力
自動で表
示されます

半角で入力
自動で表
示されます

半角で入力
自動で表
示されます

自動で入力されま
す

自動で表
示されます

自動で入力されま
す

自動で表
示されます

自動で入力され
ます

自動で入力され
ます

選択肢から選
択、手引きを参
照のこと

自動で
表示さ
れます

自動で
表示さ
れます

自動で
表示さ
れます

自動で表
示されま
す

②の
増減

確認欄
【二】

③の
増減

確認欄
【ホ】

導入の必要性
※１５ 成果目標

の種類
（１～６）
※１７

算定根拠
※１９

現状値 目標値
増加（削減）率

【ロ】（％）
※２０

飼養頭数
減計画の
内容確認

欄

増加（削減）率
【イ】（％）
※２０

増加（削減）率
の選択

①の
増減

確認欄
【ハ】

STEP 2
次に、当該機械装置を導入する必要性を選択し、成果目標に関する情報を選択・入力して下さい

※成果目標の前提となる導入の必要性は『導入の必要性[1]の欄』で選択して下さい
※水色の項目は、他の選択した項目に連動して自動的に選択できる項目・表示される情報が変わります
※黄色の項目は、選択肢から選択して下さい

成果目標値機械装置導入の妥当性等の確認※１２

参加要望書≪一般枠用≫

てください。）

注意：この要望書様式は「一般枠」用です。

成果目標の算定根拠　※１８

⼊⼒内容チェック 要望記載欄を10⾏追加

導入の必要性

「新規就農」は
「新規に畜産業に取り

組むため」
に変更しました。

これを選択すると、自動
的に現状値は「0」、増

減率は「皆増」となりま
す。

※取組主体要件の「新

規」は「認定新規就農
者」です。「認定新規就
農者」であって、すでに

家畜の飼養実績がある
場合は、該当する導入

の必要性を選択してく
ださい。

成果目標の種類が「販売額の増」の場合、「単位頭羽数（面積）あたり」と変更さ

れました。
そのため、令和7年度の要望調査では、販売額は”出荷畜1頭あたり”の「増減率

イ」と”平均飼養頭数1頭あたり”の「増減率 ロ」の2種類の数値をもとに、イとロ
のどちらで要望するかを選択していただきます（一部例外あり）

自動で表示される項目の補足説明は手引きを参照して下さい。

成果目標の種類と成果目標の算定根拠、要望できる機械装置の組み合わせ等の
詳細は「令和7年度導入の必要性と成果目標、補助対象機械装置一覧《一般枠

用》」を参照して下さい。

この欄で、イ、ロのどちらで

要望するのかを指定します



参考

イ イの回答 ロ ロの回答 ハ ハの回答

手引きを参照して
具体的に入力すること

（150文字以内）
選択肢から選択 選択肢から選択 選択肢から選択

半角で入
力

自動
で表
示さ
れます

選択肢から
選択

選択肢から選択
自動で表示され

ます

手引きを参照して具体
的に入力すること
（100文字以内）

自動で表示され
ます

手引きを参照して具体
的に入力すること
（100文字以内）

自動で表示され
ます

手引きを参照して具体
的に入力すること
（100文字以内）

選択肢から選択、手引きを参照のこと 半角で入力
半角で
入力

自動で入
力されます

自動で入力
されます

選択肢から
選択、手
引きを参照

のこと

協議会で確認して目標
値を設定した。当該資
料は協議会で保管済

1/2 無し 1

1/2 無し 2

1/2 無し 3

1/2 無し 4

1/2 無し 5

1/2 無し 6

1/2 無し 7

1/2 無し 8

1/2 無し 9

1/2 無し 10

1/2 無し 11

1/2 無し 12

1/2 無し 13

1/2 無し 14

1/2 無し 15

1/2 無し 16

機械装置の区
分

機械装置名 数量
補助金額
（A×1/2以

内）

優先
順位

STEP 3
次に、要望する機械装置に関する情報を選択・入力して下さい

※複数の機械装置を一体的に要望する場合は、「一体的な要望の有無」欄で必ず指定して下さい
※水色の項目は、他の選択した項目に連動して自動的に選択できる項目・表示される情報が変わります
※黄色の項目は、選択肢から選択して下さい

補助率

補助対象機械装置

酪農
制限
機械
装置

根拠資料の確認・
保管について

目標値の出荷（販売）数量（頭数）・単
価等が現状値と異なる場合は、その
①根拠とした資料名、②根拠とした内

容を記入

目標値の出荷（販売）数量（頭数）・単価等が現状値と異なる場合

規模・数量
の妥当性
※１３

既存の機械装置の有無確認
※１４

機械価格
A

消費
税
B

計
（A+B）

機械装置導入の妥当性等の確認※１２

動力源の有無

機械装置価格、補助金等

一体的
な

要望の
有無

⼊⼒内容チェック

「既存の機械装置の有無確認」の選択に併せて、イ

ロハの欄に質問内容が表示されますので、それぞれ
回答を入力して下さい。選択肢によって表示される

質問は下表の通り。

イ イの回答 ロ ロの回答 ハ ハの回答

自動で表示されます
手引きを参照して具体

的に入力すること
自動で表示されます

手引きを参照して具体
的に入力すること

自動で表示されます
手引きを参照して具体

的に入力すること

選択肢

1:既存の機械装置がないことを協議会

で確認した

※間違いが多いので、

確認は徹底してくださ
い

－ － － － －

2:既存の機械装置があるが、要望する
機械装置は能力が向上したものである

（既存の機械装置は破棄する）

具体的にどのような能

力がどう向上するのか

能力が向上した機械
装置に入れ替える理

由

－ －

3:既存の機械装置があるが、要望する
機械装置は能力が向上したものである

（既存の機械装置は併用する）

具体的にどのような能

力がどう向上するのか
併用する理由

併用となるが、作業す
る人員は確保できてい

るのか

4:既存の機械装置があるが、要望する
機械装置は増備（増設）するものである

増備（増設）する理由

増備（増設）となるが、

作業する人員は確保

できているのか

－ －

既存の機械装置の有無確認

選択肢ごとに表示される質問（黄色のセル→回答の入力が必要）

目標値の産乳量・単価等が現状値と異なる要望を

する場合は

・①根拠とした資料名、②根拠とした内容を記入し
ていただきます。

・また、協議会で確認したことを証するために当該
選択肢を選択していただきます。

詳細は、手引きを参照して下さい。



半角で
入力

半角で
入力

選択肢から選択
手引きを参照して具体的に

入力すること
半角で入力

選択肢から選
択

選択肢から選択 選択肢から選択
入力ルールに沿っ
て入力すること

手引きを参照して
入力すること

中古品の要望以
外の記載は不可

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

選択肢から選択

(R2）年度
導入

(H30）年度
導入

STEP 4
最後に、その他の情報を選択・入力して下さい

※黄色の項目は、選択肢から選択して下さい

うち搾乳
牛、繁殖
雌牛、母

豚

辞退履歴
(H29）年度

導入

備　考
※２４

施設整備との一体性※６

従業員数
※２２

飼養頭
羽数
※１１

(R4）年度
導入

(R5）年度
導入

(H28）年度
導入

直近3カ年の農業に係る売り上げ
が1/2以上占めるか

【確認】
活用事業

整備時期
・内容

(R1）年度
導入

取組主体の所在
地（市町村名）

※入力ルール
●●市

●●郡●●町
●●郡●●村

大規模法人への
該当の有無

【確認】

経営規模の
区分
※２３

株式会社又は持分会社の要望のみ選択する

(R3）年度
導入

成果目標の達成状況　※２１

提出用データ出⼒⼊⼒内容チェック

追加


